


要約:多胎児は早産出生傾向と高い合併症発生率を有しハイリスクな状態にある。近年多

胎児の出生が増加しているといわれるが、ハイリスク新生児収容施設においてはどの様な

収容状況であるかを調査した。その結果 1991年から 1993 年にかけてハイリスク児として

の絶対数は著変なかったが、不妊治療による多胎児の数が増え、五胎児が増え、NICU 収

容期間が増加していた。


